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はじめに　　　　　　　‥‥‥　‥　‥‥　‥　‥　‥‥：　‥　‥‥‥=‥‥‥‥‥‥‥　‥‥‥　‥‥‥ｊ

　｢日本事情｣の認知と、この35年間の歴史に関七て壮、すでに山本=(高知大学学術研究報告第硲

巻‘96)犬で紹介済みである．ここでは、そめプ・セズを踏まえて日本事情の持つ新しい側面と可能

性、トもしぐは時代のニーズを先取りする、ﾀﾞ高知大学における新しいタイプの｢日本事情よ教育の今

後の取り組み方についで検討するもの七ある．……　……:………………　ニ…………………………=………

　その背景には、本来√留学生が対象と考えら･れてきた下日本語.･/白木事情｣教育め性質と許容範

囲が時代の要求ととも心変化し、今まさ‥に２↓世紀ば向けて大き＼く変貌する必要性があるからだ．

　それらは具体的に｢誰が｣、｢誰に｣、｢何を｣√｢どのよ＼うに｣√｢どんな目的で｣といらた全てにお

いて見受けられる．　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　∧　　十　　／　十　J＼‥．

　例えば、あなたが日本事情を担当するとしたら、どんな教材を選び、……どんなととを中心に、どん

な方法で教えるのが妥当だと考えるだろう:か6‥‥‥　　‥万……/･..I･･ .　..･･.･･: レ犬　‥‥‥‥‥‥　ト　∧犬

腕組みをして少し躊躇はするもののゝ･ ･･最も手っ取り早く白、＼新聞を教材にするとい‥う人が多い:のでは

な=いかと想像する．/なぜなら、新聞は現代社会の鏡であﾌﾟり√経済√政治√文化√年中行事、日常の

生活様式から自然、△思考様式に至る=あらゆる情報や意見:を毎日4アップ・トウ．バタイユトに提供＼しで
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くれるの懲教材としてし=まﾉうにはちと安易T呑はある万が

ては工場見学や名所旧跡巡り等√あ/=る卜は茶道ぐ＼華道

れない。＼∧…………………ｿ……=……………………………………ﾉ………1｡

　確かに上述の全てが必要であﾚる＼と考yえ画れるが√こ宍

残る。＼ぞしてそ=のj疑問が、ﾚどこから生じ亡く∧るﾚもめﾉか

る側の偏見とまでは言わなくでも、先入観や思い込みﾚ。

それは√ズダｙズを変えて自分が何らかこぬ関係で白=本

に理解Tとき:る=だろうレ自分は、△どんな外国人だ=ろう……=:力jﾒ:

国人√アメサカ人√若い人√老人、本国の大学既卒者

　そんな「私」△が学びたいのﾚはぐいうたいなんなめ擲

空手ｙ相撲√歌舞伎､]トグe：ヂンコ、カラjオケ･･､だろ雀Jがｿ=y]=:=万

｢自分｣▽の冊本留学の目的、期間√内容√時期そ

ぎく異なるのにはﾉじめて気づくの･である｡。∧多様化す/崔半）

ローす万るがめにI√ここでは千日本語｣ｿﾞ教育と寸日

｢日本事情｣ﾉ教育を取り巻く表面の変化と、＜それ、

異性:を｡生か,し√ごれからめ新七い時代に即した=ト「

るも｡のである。上＼‥‥‥‥‥　‥‥‥‥‥‥

第1一章……j.･･.･｢･白.1本語｣.

　I

この両者の関係し

が先ずあげられる．

上十般的に、二言語の学習は、＼言語自体の学習とその

る必要がある=唐言われている。ﾉ例え:ばミ光田゛1の指

までが内容か区別できない以上、:日本事情抜きに

｢Ｙ ｏ ｕ二｣＼を日本語にするとき千あな/た｣＼と訳
・　゛　･一･･‾●.●.I.-四･　〃　--･-　ｉ ミ　・’J･　‾－･〃・

お巡りさん√お嬢さん等のよう比文脈に応じす

「FatherJも所属ずる社会や教養で/人間関係や年|

パパ、親父√お父さん、八お父ちゃん｣等の使い分

次に、指導者が丁日本語‥･＼甘木事情｣＼教=官が中

｢日本事情｣二担当者が同¬-人物であると=いうこしと=に

少:なくともうき＼にくい状況にあるというこﾉとを暗

十逆に言レノ｢白＼本語土教育と√｢白木事情上教育ﾀ

知識獲得には非常に期待懲きﾉるが、＼÷方ﾌﾟ亡留学生

たりするので√日本語教育や異文化理解教育担当

なる。 こ のよう＼に√いずれめ場合を選択してごも＼｢

保たな＼ければならない運命にと＼あ/るとﾚいう∧ことどけ＼

Ｉ ＴＩト =:｢日本事情｣∧教育の目標は何か　＞　∧ｹﾞ:

戦前のぽ本語教育が丁国策｣、丁植民地政策｣＼と=しjﾔ

れたのに対し、＼戦後のそれは√外国語教育のニつ２

ではサ般に√言語とその言語を使汝てい｡る国口文ｲ

じ理由で√日本語を学ぶ（あるﾚいlは教えくる=場合）＼丁

曜か万に↓〉英語め

∧社長√係長、＼

亡あﾄるレ=まﾚた√

仁で初めて……｢父、

ではく……=⊃留学生め専門

7対す･:る配慮が欠如七

lとなるす十jスが多ﾚく/なる万ケ:十洙が多ﾚく，

苛･は密接:な関係lを
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は日本文化、゛習慣などを学ぶ「日本事情」という科目設定がなされたと考えられる。

　しかし、その「日本事情」に対する理解の仕方は、人それぞれで、単に教養としての日本経済や

政治、歴史に地理といったものを想定する人もいれば、専門的な経済、政治、機械技術や工業の特

色、あるいはややもすると華道や茶道、能に歌舞伎といったステレオタイプ化された日本文化像を

持ち出したり、工場見学や名所旧跡巡りを良しとする人まで、実に様々である。

　これらを大きく大別化したものに砂川‘9312（以下砂川）のデＴ夕がある。

　　●「日本事情」の概念的イメニジの類型化　　　犬　　……

　　　第１類型　　日本文化・日本社会理解型

　　　第２類型　　文化的・社会的視野拡大型　二

　　　第３類型　　日本語教育補完型

　　　第４類型十適応教育重視型

　砂川には詳しい指摘が見受けられないが4第４類型に属する「適応教育重視型」が大きくクロー

スアップされ、また、この要素が新しく「日本事情」教育に盛り込まれる要因となったのは、昭和

59年９月に始まった臨教審の答申（62年８月、第４次）を受けて、科学技術の進展、情報化、成熟

化とともに国際化が教育改善の大きな柱として掲げられたこと、および時期を同じくして取り組ま

れた中国からの帰国者に対する異文化適応教育にあるごと筆者は理解している。尚

　この「日本事情」についての砂川らの専門的な研究以前にも、光田は以下のように述べている。

『言葉を文化そのものと把握ずるにしても、あるいは手段として把握するにしても、内容を伴わな

い、あるいは知識ないしは教養を伴わない言葉は、成人のものとしてはあり得ないと考えられるか

らである。語るべきものなくして、何を語るのかということであるｓ語学教育とは、何かを語るこ

とを教えることであるとするなら「事情」抜きの語学教育は、もともと成立しないと言えるだろう。

そして、その「事情」というものが、現段階の社会では、もう単なる一般社会の基本的ルー･ルだけ

では、ほとんど役立たず、なんらかの専門を伴わなければ、極端に言えば、知識人としてなんら語

れない。すなわち、機能的に文字を知らないことと同様とさえ言われかねないのであ:る。』

１－２「日本事情」容認と拡充　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ

　昭和37年(1962) 4月18日の大学設置基準の一部を改正する省令（第21号）でデビューした「日

本事情」は、当初「外国人留学生の一般教育等履修の特例について」という名称通り、非常に狭い

意味においてぞの効力を持っていた。それが昭和45年の大学設置基準の改正により、「日本語・日

本事情」をもって一般教育科目、外国語に単位の振替が認め:られる措置が講じられ√この時点では

特例が特典に変化したように見受けられた。

　そして、平成３年７月に制定された「新しい大学設置基準｡･‥一般教育」において√「一般教育科

目について卒業の要件となる単位の振替措置に弾力性をもたせること」とあり、「外国人留学生に

対する日本語あるいは日本事情に関する教育を実状に即して充実する事ができるようになった」と

いう説明が加えられた。（下線は全て筆者によ/る）　　　　　　　　　　　　　　　　つ　▽

　問題は、上述の下線部にある。つまり、この「弾力性」とか「実状に即して」という表現から伺

えるのは、言い換えると教育の国際化をはかるため各大学で自主的にその判断を行い、個々の大学

で必要あるいは良しとする単位数を外国語、一般教育科目あるいは卒業要件単位として認定できる

ということを意味しているだけでなく、一方では、単なる単位数だけでなく、その教授内容に関し

ても、広い意味の留学生（学部留学生や大学院生、研修生、研究員及び日本人帰国留学生をも含む）

のためになると判断できるものならば何でも良いという意味に拡大解釈できると同時に、そこには

日本人を含むことに何ら抵抗は無く、むしろ最近の特に強く主張されているコミュニケーショッ能
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力の向上や異文化理解に立脚した科目設定をも考慮できる、非常に自由で有意義な発想を提供して

くれているにことが分かる6　　　　＼　　ニ　　　……………:　▽…………=……　……　…………

１－３　日本事情は誰のために開講されるのか　　ノダ十j……………………=　　　　　:　　‥　　ト

　そこで再度検証してみたい。「日本語」「日本事情上教育は、誰のため4こ開講されてきたのか。そ

して今後開講されていくのか。　　　　　　　　　　▽　　　　　ｊ

　勿論、当初は「外国人留学生の一般教育等履修の特例について」しとあ=るように、対象は当然正規

留学生であったと考えられる。　　　　　　　　　　し　　　　　＼

　しかし、しこの35年における変化は著しく、現状としては変化を余儀なしくさせﾉられているという表

現が適当であろう。その要因には種々雑多なものが考えられるが、犬中でも最も大きな要因は留学生

数の･増加にあった。そして、それに伴う学習目的や学習者め質め多様化ｹﾞというた新七い要素を鑑み

るとき、「日本事情」教育の対象を単に留学生という名称で一絡げには出来ない状況に至っている

のは明白懲ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜　　●●●●●･●●　　　　　　●●　　　　　　　　’

留学生に見られる各種の変化　　　　　　　◇＝　　……　　レ　　。　し

　１）留学生数の変化--------一急激な私費留学生増加に対する対応め遅れ資料1､2　　　　　■

　　ﾉ留学生数は、万昭和57年('82)時に、外国政府派遣留学生662人、国費留学生1､777人4私費留

　学生5､677人の合計8､116人であったのが、平成８年度には外国政府派遣留学生1､297人、国費留学

　生8,051人、私費留学生43､573人の合計52､921人とな：うたレ参考まﾉでにそれまでを10年のスパンで

　比較してみると’72年から’81年の10年間においては、留学生数が4､741人から7､179人と非常にな

　めらかな曲線(1.5倍）を描いているのに対し、82年以降の10年間においでは、8､↓16人が45､066

　人C91、ﾉ平成３年）と膨れ上がりその倍率は、5.5倍以上となり｡、20年前(■72)の9.5倍どなる。

　留学生数が、初めて落ち込んだ昨年と比較しても11倍以上、82年と比較すれば6.5倍以上と急激

］　に変化しているのが一目瞭然である。　　　　　　万………………万１　つ　　し　　、　コ　ノ

　　また、犬私費留学生のみについて比較してみると82年以降の私費留学生数は、ピーク時の平成６

　年の場合、８倍と特に顕著な変化が見受けられ、午般比留学生数の増加といわれるものめ実体が

　実は私費留学生数の増加であることが容易に理解Tむきる。

　　ﾉ勿論、j単純な比較はできないのだが、その間め日本経済め伸張率を見ても明らかであごる。いか

　に経済と社会情勢に後押しされた日本語教育といえど、あまりのバラ:ンスの欠如は、やはり異常

　であり不安定であるとしかいいようがない。それはまた、……この10年の日本語・日本事情教官数や

　施設の充実度、授業数や内容の充実度および受け入れ態勢や事務組織噂充実度が√留学正数の増

　加に比例するほどには充実されていない点からも伺える。:　　ｊ

　２）国籍の変化---一一一一特に中国語圏の学生の増加叩り。･･。。･。。・　　･･。･。・　･･･　・。　　　　・。･

　　　‘７９年の日本語学習者は15､970人（うち留学生は5､933人）の出身は126力国におよび、そのペ

　ズト１がアメリカで、２位以降に台湾、日本（中国等帰国者）く…………中国l∧イギナス、………韓国、＼タイ＼･‥

　と続いていた。しかし、昨年の資料によると出身国別内訳では､4中国が圧倒的に多く（23､341人）、

　３位の韓国（12､265人）の約２倍、３位の台湾（4.1､745)の５倍となづている。∧づいで、マレー

　シア、プメリカ、インドネシア、タイ、バングラディシ４、フ△イ､リピン、ブラジルと続ぐがその

　数は中国と比べものにならない。（尚、ブラジルがベスト・テｙに登場するのは、今回が初めて

　である6）　　　　　　　　　　　ユ　　　　　　　　‥‥‥‥‥‥　‥‥∧　ノ＼　。犬∧ﾉ……

　　例えば、’79年に１位に位置していたアメリカは、現在５位に位置しているといっても、中国

　と比べ=ると1/21 (21分の1）と非常に少ない。また‥、同七アジすの車でも韓国と台湾についでい

　えば、昭和63年まで第２位を守り続けていた台湾が次の年から韓国に２位の座を譲り、それ以降
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３位に甘んじているところにも歴史を感じることができる。

　これほど、人数的に差があるのなら「日本語」教育の立場からすれば言語圏別、或いは国別指

導の方が効果的ではないかという愚問すら生じてくる。

３）短期留学生 日本語の負担を与えないのか基本

　文部省では平成７年を「短期留学推進元年」とし、その体制と整備に努力している。その中で

特に「各大学において英語等国際的に通用性の高い外国語による特別プログラムの拡大」が検討

されてきた。　　　　　ニ　　　　　　　　　●●●　●●●　●●●

　特に最近文部省のいう短期留学には、ＥＣを中心とした諸国が対象のERASMUS計画、ア

ジア太平洋地域大学間交流を目指七’91年に発足したUMAP (University Mobility in Asia

and the Pacific)計画iおよびCULCON (Japan United States Conference on Cultural

and Educational Interchange)計画がある。これらの計画の特色は、各学生が母国の大学に在

籍したまま、特に３年次生を中心に６ヶ月、あるいは１年以内の単位互換システムで留学可能に

するという点である。

　そして、短期であるがゆえに日本語の負担を学習者に与えないという趣旨に特徴がある。しか

し、実際問題として日本の毎日の生活上、･日本語を全然知らず、あるいは使わずに生活するのは

非常に不合理であり、不自然であり、究極的に学習者にブラスト=レーシニョンを抱かせる主原因に

もなりかねない。そこで当然、新しいコンセプトに基づいた「日本語上および「日本事情」教育

関係の補講が必要不可欠視されてくるのである。　　‥　　　　　　　　　　　　　　…　…

４）研究生・研修員等---一補講における開講科目、時間、内容の多様化

　いわゆる正規学部留学生以外の日本語教育は、補講という形で行われる場合が多い。　補講と

正規留学生用科目との違いは、単位の認定にある。つまり、=専門の研究において日本語を本来必

要とされていない大学院生等には、大学のレベル以前の日本語（生活に必要な日本語）が提供さ

れるので、単位の対象外である。従って、学習者は日本での生活上必要だと感じっつも研究や実

験が忙しいとついサボタージュする傾向にあるし、指導者も何の拘束もできず、自由参加で発展

性のない補講には、どうも熱が入らなく、非常勤だけが対応している大学や関係機関も少なくな

い。この点‘においても、学習者数の増加に伴うニーズの多様化に対する準備や態勢が十分である

とはまだまだ言えない。1　　　　　　　　　‥　ト

1-4「日本事情」は誰が教えるのか　　　▽

　「日本語」は当然、日本語教師が担当する。そして多ぐの大学では、日本語教師が日本事情も担

当している。従って、「日本事情土教育が、トピックスこそ異なるが実際は「日本語」教育の延長

線上にある場合が少なくない。

　また、全国の国立大学に配置されている日本語担当教官の正式名は、「日本語・日本事情」教官

であり、昭和36年に第１号が発令されて1997年度には151の定員措置になるそうだ。注3

　　「日本語・日本事情」教官の多くは教養部に配属され、教養部廃止後、留学生センター（以下セ

ンター）ができたところ･はセンターに吸収され、多くは「日本語」と「日本事情」の両科目を担当

している。　　　　　　　　　　I●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ

しかしセンターが担う仕事内容は広く、また曖昧性に満ちている。　　　　　　　　　十　犬

　１つ目はセンター本来の使命である、国費大学院留学生のための予備教育（以下、予備教育）で

ある。センダこ=一省令化の主目的は、実は、こめ予備教育の充実であるといっても過言ではない。２

つ目は、今までの学部留学生用の教養教育としての日本語。 ３つ目に、語弊があるかもしれないが、

研究生、大学院生のためのサービズ4としての日本語補講がある。また、最近は、短期留学生の
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ための日本語も、そのノルマに入ろうとしている。その他にも、留学生の奥さんや就学前の児童、

およびその他の家族にたいする日本語ツォロー問題など課題は雪だるま式に増えている。それぞれ

が目的もレベルも内容も期間も背景も異なるという条件下におい七は丁日本語」√「日本事情」ニ教育

を個別に起こさなければならないという点が現在め大:きな問題点である。　　…………　………

　問題はそれ以外にも、実は「日本事情」教官自身に存在する。しづま……り、‥良識的に判断して丁日本

語・日本事情」教官のできる「日本事情」教育と√「日本語･ﾄ日本事情土‥教官では出来ない丁日本

事情」教育の存在に対する価値観や認識及びその対応の相違であ/る。ﾚ留学生関係だから、すべて同

一人物が担当する方が全体が把握でき便利でもあるとする考え方､と、ﾉ所詮１人の教師の能力には限

界があり、無限の広がりを持つ留学生の「日本事情」教育の対応は無理であり、内容の細分化と専

門化の要求には追随できないとする問題は、単なる価値観の相違などでは許されない問題ではない

だろうか。もちろん学習者にとって最善なのは、その両者がバランス良く均衡を保った形で提供さ

れることであることは言うまでもない。両方ともが必要なのである。そして、現実問題としての

「日本事情上教育は、良しも悪しくも各大学の判断の下、非常にまちまちな体制で臨まざるをえ｀な

いのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　ダ　　　　　ト　　　：

第２章回橋渡し=としての「日本事情」教育　　　　ト　‥　‥‥‥‥‥‥‥‥y　ユ　　ダ

　　「誰が」「何を」「どのように」教えるのか　　‥　‥‥‥‥　‥‥‥し　　　　／　　　几　　　　　　丿

　前出の文部省令第21号によると、「日本語科目お/よび日本事情に関する科目､を置き、これを開設

する場合、いぐっかの授業科目に分けて実施することができるものとする。たとﾉえば、日本事情に

関する科目としては、一般日本事情、日本の歴史およjび文化､し日本の政治、経済、:日本の自然、日

本の科学技術といったものが考えられる」とある。

　先の砂川の、教科内容の類型化に文部省令21号を即してみると次のようになる。

第１類型　文化・社会的特質型 日本の歴史および文化など

政治、経済など　　　　　　ダ

=白本の自然、トぽ本の科学技術など‥

二般日本事情　=………　………

第２類型　個別的専門背景知識型

第３類型　個別諸領域総合知識型

第4j類型．　→般的・常識的知識型

　今、私かここ=で、問題視したいのは、「一般日本事情」∧とい」う表現である。‥‥‥‥　‥‥　　　‥

　文部省令にある「一般日本事情」という表現とご砂川の言う第=4類型の同ブ性についてである。

２－１でも言及するが、「日本事情」教育には様々」な角度から‥の考察があり、」それぞれにメリット、

デメリットを有する。デメリットをできるだけ解消し、ﾒ=ﾘｯﾄ宍のみを発展させる一手段として、

まず「日本事情」における教師の役割と分担を明確に七なければならない。つまり純粋な日本語教

師の担当範囲としては第４類型が妥当であるということだ。それ以上でも、もちろんそれ以下でも

ない。つまり、第４類型　一般的・常識的知識型=一般日本事情７日本語・日本事情教官の範囲と

自他ともに認めることで、日本事情教育に幅と深みを持たせられるように考える/のである。責任感

のある本当に充実した日本事情教育は、そこから始ま＼基と考える６　ニ　　　　　　：

　また、参考までに日本語教育能力資格認定試験昧5のﾚ丁日本事情」の出題領域を見てみると、１）

日本の歴史・地理　２）現代日本事情に大別され、2/）の現代日本事情は、さら:に政治・社会と、

文化に分けられ、その上「日本事情」というタイしドレのわきぱは=……=「古典と文芸を含む」というただ

し書きが添えられている。　　　　　　　　　　　　　ト　…　……=1上｡｡･　　　　　｡｡･　　　｡｡

　こんなに内容的にも問題意識的にも豊富な内容を孕んでいる「日本事情」教育の直面している現

状とは裏腹に、各大学で実際に開講されている「日本事情」め時間数は、I意外に少なく、その充実

度は非常に悪い。（詳細は熊本大学の調査資料あり）レ
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　例えば、長崎大学では、日本語５コマ（10単位）にたいし日本事情は１コマ（２単位、後期の･み

開講）であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

　また、高知大学においでは次の通りである。

●人文学部人文学科履修規定によると　　　　　ト　　　　　　　　　　　し

外国人留学生及び外国において相当の期間中等教育を受けた学生は、日本語科目及び日本事情に

関する科目を履修し、日本語科目を外国語科目に、日本事情に関する科目を教養科目に替えるごと

ができる。　ト　　　　　　　　　犬

　　ア　日本語科目　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

　　　外国語科目として８単位まで履修し、卒業所要の単位とすることができる。また、英語の必

　　　修指定授業科目に替えることができる。　　　■　■　　　　　　■　　　　　　　■

　　イ　日本事情に関する科目

　　　教養科目として８単位まで履修し、卒業所要の単位にすることができる。ただし、各分野の

　　　最低修得単位数は履修しなければならない。また、総合分野の必修指定授業題目に替えるこ

　　　とは出来ない。

２－１「日本事情」３つのクラス運営法

ト日本事情教育には、大きく次の３つの運営法（分担方式）がある。

　L）オムニバス方式（各分野の専門家が、各自上の専門分野を担当する場合）

　　　日本語教師が教える単なる入門的位置づけでは困るという立場で、各分野の専門家が固有の

　　　専門分野について分かり易く解説する6しかし、担当者の日本語表現上の問題や異文化間理

　　　解に配慮や欠如が見られる。（この場合、上記の問題解決のためには日本語教師との緻密な

　　　連携が必要不可欠である）

　２）一般日本事情方式（自木語教師が担当する場合）

　　　単なる日本語教育の補完的位置づけからの脱皮が必要である。よほど注意と努力をしない限

　　　り日本語教育の延長線上になってしまい、学習者の興味と動機付けを失わせてしまう危険も

　　　一番高い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二

　　　一般的に表面的な日本文化・社会入門となる傾向にある。また、この場合、演習と講義の区

　　　別がハッキリ「しなくなるという弊害もある。しかし、学習者の環境や日本語能力について一

　　　番よく知り得る日本語教師が担当するので、学習者にとっては、理解しやすい授業である。

　３）学部別ローテーション方式（各学部で責任開講の場合）　　　　　　　　　　　　　　　／

　　　学習者に全く関係の無い学部の入門的かつ専門的科目を全学対象の必修にすることに対する

　　　疑問がある。しかし、学生にとってはめったに触れられない他学部の授業が受けられるとい

　　　う特色と、学部にとっては他学部留学生に自分の学部の紹介ができるというメリットがある。

　　　また、選出教官によっては！）と同じ問題が生じるが、各学部に専門教育教官がいる場合は

　　　橋渡し的教育の場としては大きな期待が持てる。

事例１　長崎大学の場合（学部別ローテーション方式）　　　　　　　ニ

　筆者の前任校である長崎大学では、学部留学生の日本事情は各学部（７学部）がｉ年交代で担当

している。つまり、今年は医学部、来年は経済学部、その次は教育学部…といった具合である。こ

の場合、担当教官が「日本語」教官ではないので、授業に要求される日本語レベルは必然的にもか

なり高度にならざるを得ないし、内容はそれ以上に専門的であり、多くの場合留学生に興味と意欲

をなくさせる原因にもなりかねない。しかし、このシステムの趣旨は、各学部が担当することによっ

て、非常に専門的な内容を提供できるという特色を生かすことと、担当学部以外の他学部留学生に
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も専門的な医療あるいは経済、教育…などを紹介する一種の概論懲あると同時にく他学部の留学生

事情を把握してもらおうという意図を含んでいる。　　　＼　　　　　尚

　これは非常に珍しいケースでもある。しかし、日本語教師と各学部、および担当者間に綿密な打

ち合わせと理解・協力があれば留学生にとっては、ﾄ理想的な「日本事情よ=教育め場になるであろう」

事例２　高知大学の場合（主として一般日本事情方式）犬　　　　　‥‥‥‥‥‥‥‥　　‥‥

　高知大学では、学部の日本事情を平成８年度に５コマ開講し、うち､2コマを専任が担当、残りの

３コマを非常勤（含集中講義）で行っている。担当者は日本語教育だけではな＜、〉コミュみケーショ

ン論の専門家や民族学あるいは経済などの専門家も含まれている。（過去には、高知の産業につい

ての集中講義や各種見学の年もある。）こちらの特色の一フは、交換留学生も含め日本語及び日本

事情を人文学部で開講していることである。従って√全学共通科目と人文学部の専門科目としでの

２種類の「日本語」及び「日本事情」科目が存在する。（共通科目における開講科目は日本語I～

IV、および日本事情ＩからＶで、人文学部国際コミュ三ケーションゴースにおける開講科目は、日

本語会話演習、現代日本語読解（日本語・日本事情１）ミ日本語文章論（日本語･j日本事情２）、外

国語としての日本語、および日本語教授法懲ある。ﾚ尚、外国語と七てめ日本語および日本語教授法

は日本人学生との混合授業が基本である。　　　　犬　　　　　　し　‥

　この２種類の丁日本語」「日本事情」は、日本語習得レベル、学習目的、高知大学における学習

期間、留学方法等において異なる留学生を対象としでいるので本来別のクラス運営を想定している。

従って、この２者間における指導目標の区別の必要性、あるいは有効的な相互関係の構築について

は、今後検討を要する大きな課題である○　　　　　　　パ　･犬　　。･　　　　■　・　■　　　　　・　　■■

事例３　群馬大学の場合（一般日本事情方式であるが、授業に工夫あり）

　群馬大学の平成４年の資料では、日本語を中級と上級のj2クラスに分け、通年各３コマ提供。日

本事情も同様に３コマ開講している（後期の日本事情め十コマは、集中講義）。事例３が、事例１・

２と大きく異なる点は、日本事情の３クラス中２グラスが日本人学生との混合授業でありこの点は

大いに注目できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　ニ　　　　　　ニ

日本事情教育についてのまとめ　　　　　　　　　　　　　ニ　ノ　‥　　　‥‥　　　ト

　事例からも理解できるように、日本語教官によ=るＦ日本事情士教育が主流である。この場合でき

るだけ「日本語」的日本事情クラスではなく、丁日本事情」づ的こ日本語ク：ラスを日頃から心がけ、「日

本事情」教育には社会学、文化人類学、心理学等の専門の立場から指導することが必要である。そ

のための理想としては、日本語・日本事情教官は日本語指導能力は力絢でなく社会学、カウンセリ

ング、民俗学等のダブルメジャーな人材が要求ざれなければならないことになるが、これは、他の

科目担当者より比べ物にならない負担を強いる結果となるであろう。　　　　　＼

２－２　日本語教育と日本事情教育の差異　　　：　ダ　　　　　レ

Ａ）日本語教育一言語能力の修得に照準がある（日本語による授業が当然）　：　十

Ｂ）日本事情教育一価値観、社会制度の認識√:あ犬るいは言語行勤め背後比ある社会文化の修得

　　　　　　に照準がある。（授業は日本語でなくくても良い、学習者の母語も可能）ニ　＝　ト
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Ａ＝Ｂ

(これは有り得ない。むしろ有ってはいけないパこター

ンである。日本語教育と日本事情教育の区別がない。)

ＢにＡを含む

(専門的な分野から見た日本語および日本事情教育の

在り方。

日本語力や異文化理解力に欠ける場合のもっとも多

いヶ－ス。)

ＡにＢを含む

（今までの日本事情教育の範躊。今後は、一般日本

事情教育の範躊として認識すべきである。）

ＡとＢの連携

(今後の日本語・日本事情教育のとるべき理想的な

ヶ－ス。中心部の大きさが各大学の留学生教育の特

色となる。)

２－３　どのように教えるのか

　「日本語」教育と「日本事情」教育は、切っても切れない関係にあるのだが少なくとも次のよう

な各種のフィルターがかけられ、それぞれに、かつ、全体に相互関係を保っていなければならない。

日本語教育

日本事情教育

　従って、それぞれの条件下で「日本語」教育お:よび「日本事情」教育が互いに縦の関係において

１つのコンセプトを持ち、一体化しながら、横の関係においても全体的なバランスの取れる連結・

結束・連動形態を為し得られる物が最も理想的であると言える。
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第３章　高知大学における今後の方向性　　　　　　　　　ヶ　土　　　：　し

　　より広く（一般的に、専門的に）

　　より濃く（一貫教育、科目の充実…一般と専門の区別卜

　　よりアカデミックに（他大学との共同授業、他への公開授業）ををツナトーに……

３－１　６つの確証　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　∧＼｡=…………:……………:　万

　　１）限りなく日本語授業に近づいて良い日本事情授業と、限りな｡く日本語授業（語学教育）上か

　　　　ら遠くに位置する日本事情教育の両方が必要であるj前者は、日本語教師が担当できるレ

　　　　４ルの一般日本事情と言われるものに等しい。後者μ専門家によるある種め専門教育や専

　　　　門教育への橋渡し教育であり、』徊こは日本語以外のﾚ言語で行われても良い:a　∇　ダ

　　２）対象学生は学部留学生だけではない。大学院生ぐ研究生二短期留学生、大学院予備教育

　　　　生など多種多様である。これからは日本人学生との異文化交流の場、及び国際コミュニケー

　　　　ションの場としての発展性が望まれている。　　ｊ　　　／

　　３）目的により「自本事情」は誰が教えても良いし、何を教えても良い。かづ開講数の規定や

　　　　制限も無い。しかし、問題は、少なからず留学生や:対象学生φ日本語のレ=ベルと親密な関

　　　　係を保つ必要性が強いこと。　　　　　　十　　　　　‥=………I‥‥　‥‥‥‥‥∧

　　4）もし、日本事情担当者の底辺が広がれば広がるほど、それはj日本語教師の仕事が分散され、

　　　　減少するのではなく、むしろ逆に、学習者の日本語能力に関する情報と指導者の異文化理

　　　　解の手助けを必要とし、それらを集約し効果的=にまとめ、j再び情報を発信する義務と責任

　　　　が日本語教師に生じてくることを認識しな=ければなﾉらな=‥いレノ　‥‥‥‥‥J

　　5）日本語教育能力資格認定試験においては、今までの「日本事情」/の取り扱いに関する知識

　　　　と、各大学でのいろいろな取り組み方、あるいは「日本語・日本事情」教官の動向（日本

　　　　語教師事情）、そ七て、かなり自由な発想における留学生効用、国際（異文化、多文化）

　　　　理解の実践教育め場としての21世紀の白本事情教育め在jり方が問われていることめ再認識

　　　　が必要である。　　　　　　　　　　　　　　十　　　犬……………犬　　二　犬

　　６）例えば、エアメリカにおけるESL (English as｡.ａ∧Second Languagり）カリキュ､ラムをイン

　　　　ターネットで調べてみると、その内容はエイズ教育と移民における母語（スペイン語）と

　　　　英語のバイリンガル教育を意味していることがわかる。これこそ=が正しぐアメリカにおけ

　　　　る「アメリカ事情」教育である。国が変われば事情も異なるという、むしろ当:然な理由の

　　　　認識も必要である。賢恥　　　　　　　　　　　　　　　し　し　　　　　　　　　ｊ

３－２　大学の国際化を担う「日本事情」教育　……Ｉ　･･。。･。･･･　　。：･。･　･。　･。　　　　　･。

　喜多村（玉川‘89）によると大学の「国際化」と、「国際交流丁の活発化とは、必ずしも同一の

ものではないという指摘がなされている。氏は、次のように続けている。大学のT大学交流」の活

発化はたしかに「国際化」の一現象にちがいないが√だからぺといって大学が「国際化」されている

とは限らないし、場合によっては逆のことすらないわけではないト。、。‥‥‥1

　大学に期待されている社会的役割は非常に大きく、ぎわめて多彩でもある。その中にあって「日

本事情」教育は、ひときは魅力のある科目で大学のて国際化」=およびﾄ「国際交流」と非常に結び付

き易い環境にある。従って、対象を単に留学生に限定する必要は無く、また、開講コマ数や内容も

各大学の自由に委ねられている点を上手に運用すべごきであるレ大学独自で留学生や日本人学生にとぅ

て必要であると認識すれば、かなりユニークな構成と内容で大学の環境的、人的特色を発揮し、

「大学の国際化」、「大学と地域の国際化」への貢献に期待できる。」

３－３　文化としての「日本事情」教育　　　　　　　　　‥

　　「日本事情」は、担当者も対象も教材も内容もレベルもまくちま……ちであり、固定的な教え方は無い
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と考える方がよい。しかし、かっての他文化教育が、今や、多文化教育に脱皮しなければならない

環境にあることは事実である。その意味においては、教授者がコチコチの日本至上主義者でも、欧

米迎合主義者でも折衷論者でも、それぞれに興味深いものが提供できると考えられる。ただ問題は、

どの立場で話しているのかを自他共に認めている必要があるという点だ。特に、本人がそれに気づ

かない場合は致命的であろう。同様に、他文化を知り、受け入れることのレベルと、そこから新し

い方向性を模索し、みんなで作り上げて行くレベルとは大きく異なる､ということを熟知した上で教

育に取りかかることが肝要である。　　　　　　　　　　
■　　■　　■　　　　■　　・　　　■　　　　・　■

　3-1)、５）でも見たように、「アメリカ事情」が銃やバイリンガルあるいはエイズ教育である

とするなら、「日本で特に外国人に必要とされる日本事情とは何か」は世界を視野に入れて選定し

直さなければならないのではないだろうか。そもそも「事情」に相当する英語は、果たし七いかな

るものであろう。 circumstances; conditions; reasons; considerations; situations…どれをとっ

てもしっくりこない。海外の大学のカリ半巨ラムにみられるJapanese HistoryやJapanese Culture

とは単純に同一視できないのは自明のことであろう。

第４章　まとめと課題

っここまで、主として「日本事情上教育を通して、その認識と今後の効果的な有り方について言及

してきた。最後に、その１）「日本事情」教育における高知大学の方向性と、２）橋渡し教育とし

ての「日本事情」教育の有り方について、そして３）まだ依然として全学のコンセンサスも得られ

ていない国際交流の有り方における「日本語」および「日本事情」教育の位置づけについで言及し

ておきたい。　　／　　　　◇

１）共通教育の「日本語」と「日本事情」は専門科目（人文学部開講）‥の「日本語」および「日本

事情」とは異なる目的と性格のものであることを再確認する。その要となるのが外国語等による授

業提供や、日本人学生との混合授業、および多文化共生教育の具体的な推進であることは言うまで

もない。

２）橋渡し教育としてご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　ト

　「橋渡し」には２つの意味を含んでいる。　１つは留学生の日本語と専門教育の学習上の橋渡しで、

もう１つは、日本人学生および留学生間の文化の共有を意味している。その両方を満たすためには、

以下の条件をすべて満たしていなければならない。

　●「日本語・日本事情」教官は、日頃から、限りなく丁日本事情」に近い「日本語」授業を心が

　　ける。少なくとも日本語学校の復習授業や、それ以下の授業にならぬよう、大学らしい目標と

　　価値観を待った内容を提供することに心がけねばならない。

　●「日本事情」は専門教育への橋渡し科目として専門家に依頼する方が良い。

　　少なくとも一般日本事情と区別するべきである。

　●Ｔ日本事情」が多文化共生実践の場となるように努める。　　　　　　　ト

　　高知大学らしい判断と可能性に基づいた、環境整備（他大学がすでに取り組んでいるような国

　　際交流のための基金等）を早急に充実･万発展させる必要がある。

３）結論として「日本事情」教育における、人的・内容的・方法論的問題の解決とも大きく関わっ

てくる問題であるが、高知大学全体としての「日本語」教育および「日本事情」教育、言い換えれ

ば留学生教育、もう一声言えば、21世紀のための高知大学の国際交流問題をどうするかを創造性に

富んだ、高知大学らしい、しかもオリジナルなストラテジーで構築しておきたいものである。その

ためには、いま少し全学の将来構想を担う最も重要な問題の１つとしての認識と理解、具体的には

人的・経済的基盤を揃えておかなければならない。
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注１

注２

注３

注４

高知大学学術研究報告　第46巻(1997年）＼人文科学

講座日本語と日本語教育13　明治書院　平成元年4月　　　I……＝　‥‥‥

外国人留学生のための「日本事情」教育のあり方についての基礎的調査・研究

　'92/93年度文部省科学研究補助金研究成果報告書ﾆ（砂川担当部分）‥‥‥‥‥‥‥‥‥　‥

同上（佐々木担当部分）　　　　　　l　..、.＼　.･.･･.･..･.･　　　　　　　■■■　■■■■

補講をサービスと呼んだのは、教育水準に関して「大学教育の水準に応じた内容を有することを要し、

初歩的内容のものは従来通り基準外とする」という文部省の規定を拠り］所どしている√だからﾐいわゆ

る補講は単位の認定もできないし、同時に授業への参加に強制力も持た鶯らﾚれない．延いては、必要を

感じながら決して充実しない、サービスと考えねばやっていけない部分である．

注5　’85年に文部省より「日本語教員養成のための標準的教育内容上が示され’8お年にlは「日本語教育施設の

　　　運営に関す名基準」が示され、外国人に日本語を教える=､日本語教員の専門性の確立と日本語教育の水準

　　　の向上に資するため、日本語教員となるために学習している者、日本語教員として教育に携わっている

　　　者等を対象として、その知識および能力が日本語教育の専門家として必要とされる水準に達しているか

　　　を審査し、これを証明するこどを目的として、年に=1度行われでいる○･　　　　　■･■■■　■■■　■　　■■　　■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献　　　　　／　　■･　･･　　・　　］プニ　∧

1.奥村訓代：異文化理解における日本語教育の役割、長崎大学教養郎創立30周年記念論文集、pp.173-184

　　(1995)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥‥‥‥　　l.　　
■
･･　　　　　・　･■■　・　　　・　　■

2.奥村訓代：「日本語ボランティア」時代の到来、長崎大学教養部紀要第37巻、第２号、pp.253-271 (1996)

3.山本恭子：「日本事情」授業の実践報告、高知大学学術研究報告第45巻、ｿpp.193-225 (1996)

4.文化庁：異文化適応をめざした日本語教育、文化庁文化部国語課、（平成:3年）　＋

5.佐々木倫子：丁日本事情」と日本語教育一一国内・国外の連携犬し√明治書院､1日本語学16巻（5く月臨時

　　増刊号）、pp.110-117　　　　　　　　　　　　　　　コ　／　　　＼　　つ　････．･　．・　．．　　　　・．･．．　レ

6.長谷川恒雄他：外国人留学生のための「日本事情」教育のあり方についての基礎的調査・研究、1992 ・3年

　　度文部省科学研究補助金研究成果報告書(1994)　尚　ﾚﾚ=　　…………:‥　‥‥‥‥‥：　　　　　　ト　‥

7.水谷修他：「日本事情、いま何か問題か」、アルク出版、日本語５月号(1993)

8.中村光男：短期留学制度の現状と展望、留学交流２月号、pp.10-12、ぎょうせい(1995)

9.難波康治：短期交換留学と日本語教育、留学交流３月号､pp. 6ニ９､白ぎよこうせい（ﾕ995)

10.文部省：短期留学の推進について、留学交流５月号、ｐｐﾝﾄ３、ぎょう廿い(199り）　/

11.田浦宏巳：短期留学の推進について、留学交流６月号、２卜５、ぎょうせい(1996)

12.喜多村和之：大学教育の国際化、玉川大学出版、(1989)ニ‥　‥‥　‥‥‥:j

資料１　　　　　　　　　　　　　　留学生・研修生の現状j

留　　学　　生

国　費 その他 小計

　(1968)昭和43年度
人
607

　人
3,553

　人
3,960

昭和44年度 627 3,397 4,024

昭和45年度 583 3,861 4,444

昭和46年度 630 3,815 4,445

昭和47年度 657 4,084 4,741

昭和48年度 774 4,467 5,241

昭和49年度 942 4,533 5,475

文部省学術国際局ユネズゴ国際部留学生課の調査(S50年11月）
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資料２

　　(人)

55,000｢

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

０

留学生数の推移（各年５月１日現在）

つ

41,34

∧　

プフ1　1

73

下士
　　/

　25,64　　/　　戸25,852

/

　j

o549

ｿﾌﾞﾆﾚ
でj拓ﾂﾞ

ﾆそ了)

,

ご9'267　　　　　　国費留学生数　　
6 408 6,880

?r
8,051

4,t,‾i,,li5-417こな

'5'677　　　　3,077

3,458
jぷ-？?-jl?tjぶ?jl!ニ゜‾゛‘'‘

1'y!,^,83 1J69一望-jぶJJピy87ご976
934 1,0261,072外1,0581.214 1.が鴛31 1,297

－　,･ ･ 争--‘●---●---･ ---･-----･--一會---●-‘-≪ ･ ― a
･ ― ･ ･■―･

　　　０

昭和53

　　1978

　
6
1
部

7
7
4
6
0
部

？
5
9
別

8
6
3
5
8
部

6
6
2
5
7
J

4
7
5
5
6
G
O

m
一
”
部

1
0
5
5
4
7
9

62　63平成元　2　　3　　4　　5　　6　　7　　8

’87　’88　’89　’90　’91　’92　’93　’94イ95 1996

　　　　　　　　　　　　　　　　’　（年）

注１）ここでいう外国人留学生とは、我が国の大学、大学院、短期大学、高等専門学校及び専修学校（専門課

　　　程）において教育を受ける外国人学生で、丁出入国管理及び難民認定法」別表第１に定める「留学」の在

　　　留資格により在留する者をいう。

注２）外国政府派遺留学生は、中国、マレー･シア、インドネシア、ブラジル、タイ及びシンガポールの各国政

　　　府派遺留学生である。〕

文部省学術局留学生課



190

資料３－１

２

高知大学学術研究報告　第46巻(1997年）人文科学

出身地域別(1979.10√!現在）

出身国別(1979.10. 1現在）

国　　　　名 日本語学習者数 国　　　　名 日本語学習者数

ア　　メ　　リ　　カ

台　　　　　　　　湾

口　　　　　　　　本

中　　　　　　　　国

ィ　　ギ　　リ　　ス

韓　　　　　　　　国

タ　　　　　　　　ィ

フ　　ラ　　ッ　　ス

西　　ド　　ィ　　ッ

香　　　　　　　　港

6,303人

3,221

1,230

　420

　411

　337

　250

　247

　238

　224

フ　　ィ　　リ　　ピ　　ッ

イ　ン　ド　ネ　シ　ア

オ　ー　ス　ト　ラ　リ　ア

マ　　レ　ー　　シ　ア

イ　　　　　ッ　　　　ド

カ　　　　ナ　　　　ダ

シ　ン　ガ　ポ　ー　ル

メ　　　キ　　シ　　コ

ブ　　ラ　　　ジ　　ル

バングラデシュ

211人

192

187

177

161

143

125

125

123

69

（注）日本語学習者の出身国数126か国のうち上位20位までの国名と日本語学習者数を示した。

出典］:日本語教育辞典’82



他文化理解教育から多文化共生教育への橋渡しとしての「日本事情」教育についての一考察（奥村) 191

資料４

出身国別留学生数（平成８年５月１日現在）

中
韓
台
マ
ア

イ

タ

国・地域名

国
国
湾

　レ　イ　シ　ア

メリカ合衆国

ン　ドネシ．ア

　イ

バングラデシュ

フ　ィ　　リ　ーピ　ン

ブ　　ラ　　ジ　　ル

そ　　　　の　　　他

計

（　）は国費留学生で内数

留学生数（人）

へ23,341 (1,822)

　12,265 ( 760)

　4,745（－）

　2,189 (　299)

　1,088「」75）

　1,052 ( 486)

　1,018 (　474)

　　791 ( 357)

　　448 ( 315)

　390 ( 218)

　5,594 (2,965)

　59,291 (8,051)

文部省学術局留学生課
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資料5

　yａｈｏｏ!Search Results

資料５
・ｉ

高知大学学術研究報告　第46巻(1997年)白人文科学

し　　http://search, yaho。.e・m/bin/search?p=ESL+curriculum

き･
Ox*

･s;14=やlj無き＝

Yahoo! Chat － PGA Championship 一如旦_Dｒｐｐｓ247 － Yahoo!.j?ersonals

Categories －Sites - AltaVista Web Pasres

　　　Found O Category and 6 Site MatcheU

　　Education: Lan ua e Education: En lish as ａ Second Lan ｕ８ｅ: Teachin ・

ソ　　゜
learners.

Us ‾ﾆan AIDS education curric・lum for万E斗students and °therEnglish language

　　　　　　learners.　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　／　●●●●●●●●　　　　　　●●

　　Health: Diseases and Conditions: AIDS HIV: Education

　'　●μ'ｓ Ud to Us －an AIDS education curriculum for ESL students and other EngIish languageソ　　learners、　　　　　　　　　　　　　　　　．．．・　　．．．．．．．‥‥‥‥‥

h出

･ .Tardin Mundial Kindergarten －ｐt。vides informati。ｎ about Mrs. Fｒ。ntera'ｓ class, edｕ。tional
　projects, curriculum, ESL/Bi1ingual resources, and other interests.

●加dｗｅ!１Colleae － certified internati。nal high school p。viding ESL instruct!。ｎand Grades 8-12
　curriculum.　　　　　　　　　　　　　　　一一　一一‥　　●｡　‥‥‥‥　‥　　1　　　　　　1　　　　●・

●恥dwell CoUeee － certified international high school providing ESL instruction and Grades 8-12
curriculum.　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　･●　　．． ：．　　　．．

゜lardin Mundial KinderRarten －provides information about Mrs. Frontera'ｓ class, educational
　projects, curriculum, ESL/Bi1ingual resoﾘrces, and :other interestsへ

[Go to AltaVista]

’；　Next Search　l ･options･

　　　　　　　　　　　　　　　　　other Search Engines

　Alta Vista万一ﾆDciaNow万s - Excﾚi哺一犬Infoseek - HotB・ltソLycos一犬WebC4ｗlleｒ 一一Inase Surfer － Noie...

　Yello. Paee万ｓ万- PeoDle Search 一犬Cﾑity Macs － Get Local
~ﾆ!窟包£！_恥b∧Events

& Chats - MoreｿYahoos

Ｃｏｐｙｒight　* １９９４-ﾆ９７ｙａ力ひ０!λＨ ｒｉｇｈtｓ ｒｅｓｅｒ万ved. ・∫ａ�|･ｃ万ｓｇｓ万Iｓ･ａｎｄ･b吋ｹreports万･Z/QI･加'arch9rahoo. com.

ソ，０印は著者書き込み
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平成9(1997)年９月20日受理

平成9 (1997)年12月25日発行
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